
導電性繊維で構成した正方形シートの散乱角度特性測定
Measurement of scattering angle characteristics for square sheets composed of conductive yarn
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1 まえがき
近年, 小型無線端末の普及に伴い, 人体近傍で使用すること

を目的としたテキスタイルアンテナに関する研究が進められ
ている. 導電性繊維を用いることで, 柔軟性や着心地などの点
で有意性を持つが, 刺繍構造の違いがアンテナ特性に影響を与
えることが報告されている [1].
本報告では, 異なる刺繍構造が散乱特性に与える影響を測定

した.

2 測定環境と測定モデル
電波暗室内の測定環境は図 1 のように準モノスタティック

法を用いた. 測定環境のパラメータを表 1 に示す.送信アンテ
ナ (Tr) から照射し, 散乱波を受信アンテナ (Re) で受信する.
次に, 各モデルを表 2 に示す. Model A はアルミニウム板

のモデルである. Model B, C は一方向のみの刺繍であり, 偏
波に対して直交したモデルをそれぞれModel B’, Model C’ と
する. そして, Model D, E は縦方向および横方向の二方向に
刺繍した.

3 測定結果
各モデルについて, タイムドメインでの S21 の測定結果を

図 2, 3 に示す. 刺繍方向が一方向の場合, 刺繍密度の大きいモ
デルでは, ノイズレベルに対して受信レベルが約 20 dB 強く,
刺繍方向の依存性は見られなかった. また, 刺繍密度の小さい
モデルでは, 刺繍方向の依存性が見られた. 一方, 刺繍方向が
二方向の場合, 刺繍密度によらず金属板と同等の散乱特性を示
した.

4 まとめ
本報告では，導電性繊維で構成した正方形シートの散乱特

性を測定した. 異なる刺繍構造が散乱特性に与える影響を評価
した.
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図 1 測定環境

表 1 測定環境パラメータ
Target　 0.095 × 0.095 [m]

R 3.6 [m]

T 0.72 [m]

θ 12 [ ° ]
Tr, Re ダブルリジッドホーンアンテナ
周波数 4 - 14 [GHz]

表 2 サンプルパラメータ
Model material 刺繍方向, 刺繍密度

A アルミニウム
B (B’) 導電性繊維 一方向, 1 [本/mm]

C (C’) 導電性繊維 一方向, 4 [本/mm]

D 導電性繊維 二方向, 1 [本/mm]

E 導電性繊維 二方向, 4 [本/mm]

20 25 30 35
Time [ns]

-110

-100

-90

-80

-70

-60

S
21

 [d
B

]

Model A
Model B
Model B´
Model C
Model C´

図 2 一方向モデルの測定結果
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図 3 二方向モデルの測定結果
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